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（低層建築物、戸建住宅地、土木擁壁、液状化対策向け）







環境パイル工法による地盤改良の主な対象

【低層建築物】

【戸建住宅地】

【擁壁】

【液状化対策】



一般的な鋼管杭工法やセメントによる柱状改良工法では
ＣＯ2の貯蔵はできませんが、標準的な戸建住宅の地盤
改良にこの環境パイル工法を用いた場合、約3,100Kgの
ＣＯ2を貯蔵します。
また環境パイル工法のＣＯ2排出量は約770kgで、鋼管杭工
法の13％、セメントによる柱状改良工法の16％とＣＯ2排
出量の削減にも大きく貢献します。

各材のＣＯ2貯蔵量、排出量の比較

   標準的な戸建て住宅の地盤改良工事にける各工法のCO2貯蔵量と排出量

CO2貯蔵量 CO2排出量

（kg-CO2） （kg-CO2）

環境パイル工法 Φ140ｍｍ、L=6ｍ、46本 3,110 773

鋼管杭工法 Φ114.3ｍｍ（ｔ＝4.5ｍｍ）、L=6ｍ、46本 0 6,017

※  社）日本材料学会「地盤改良」に関わる技術評価証明 報告書より

工法 施工条件

セメント柱状改良工法
Φ500ｍｍ、L=6ｍ、46本

（セメント 300kg/ｍ3 添加）
0 4,664
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